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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第11期

第３四半期連結
累計期間

第11期
第３四半期連結
会計期間

第10期

会計期間

自  平成21年
    ３月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成21年
    ９月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成20年
     ３月１日
至  平成21年
     ２月28日

売上高 (千円) 2,794,7811,178,022914,246

経常損失(△) (千円) △173,785△86,946△212,984

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(千円) 12,525 △65,705△236,479

純資産額 (千円) ― 2,091,7241,569,385

総資産額 (千円) ― 3,808,0362,082,053

１株当たり純資産額 (円) ― 54,645.8455,000.54

１株当たり四半期純利
益又は四半期(当期)純
損失(△)

(円) 439.88△2,310.22△8,278.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― 40.8 75.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △50,037 ― 127,259

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 597,148 ― △300,803

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △253,212 ― 98,118

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 601,788 305,664

従業員数 (名) ― 55 23

(注)　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第10期、第11期第３四半期連結会計期間は１株

当たり四半期(当期)純損失を計上しているため、第11期第３四半期連結累計期間は希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間における、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容の重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年11月30日現在

従業員数(名) 55

(注) 従業員数は、就業人員数であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年11月30日現在

従業員数(名) 16

(注) 従業員数は、就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループの事業内容は、システムソリューション事業、メディアソリューション事業であるため、

生産に該当する事項はありません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

システムソリューション事業 40,239 27,956

合計 40,239 27,956

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　メディアソリューション事業は、受注生産を行なっておりませんので、受注実績に関する記載はしておりませ

ん。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

システムソリューション事業 105,395

メディアソリューション事業 1,072,626

合計 1,178,022

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

㈱ＤＨＣ 758,765 64.4

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」からの重要な変更は以下のとおりです。

なお、文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1) 為替変動の影響について

当社は、連結子会社でありましたDR Fortress,LLCについて保有する全ユニットをセブンシーズホール

ディングス株式会社に譲渡し、連結の範囲から除外いたしましたが、DR Fortress,LLCに対する外貨建貸

付金が残っているため、為替レートが大きく変動した場合、当社グループの業績が影響を受ける可能性が

あります。

　

(2) 広告業界全般の景気変動について

当社グループは、株式会社ピーアール・ライフの株式を取得し、第１四半期連結会計期間末より連結子

会社化しました。当該連結子会社は広告代理店業を営んでおり、広告業界は景気の影響を受けやすく、企

業が景況に応じて広告費を調整する傾向にあるため、市場環境の急激な変化によっては当該連結子会社

の業績が悪化し、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間におきまして、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年来の世界的金融危機以降の急激な景気悪化

に歯止めがかかりつつあるものの、依然として企業収益が悪化し、個人消費も減退するなど、引き続き

厳しい状況で推移しました。

このような環境のもと、当社グループは新規取引先の開拓を図っておりましたが、安易に受注の拡大

を優先するのではなく、慎重に案件を選別するように努めてまいりました。
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この結果、当第３四半期連結会計期間につきましては、売上高1,178百万円、営業損失71百万円となり

ました。経常損益につきましては、引き続き円高が進み続けた影響により為替差損が25百万円発生した

ため、経常損失86百万円となりました。四半期純損益につきましては、四半期純損失65百万円となりま

した。

事業区分別の売上高は、以下のとおりであります。

（システムソリューション事業）

　当事業におきましては、受託開発が景況感の悪化により売上が縮小しておりますが、iPhoneアプリケー

ション開発代行によるダウンロード販売数が堅調に推移しております。その結果、売上高は105百万円、売

上構成比は8.9％となりました。

（メディアソリューション事業）

　当事業におきましては、株式会社ピーアール・ライフのもつ独創的な企画力、強力な営業力を活かして

まいりましたが、広告不況や、案件の選別により売上は縮小傾向であり、その結果、売上高は1,072百万円、

売上構成比は91.1％となりました。
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(2) 資産・負債及び純資産の状況

平成21年５月11日付で子会社であったDR Fotress,LLCの全ユニットをセブンシーズホールディング

ス株式会社へ譲渡したことにより、当社の連結子会社から除外しております。また、同日付で株式会社

ピーアール・ライフの株式をセブンシーズホールディングス株式会社から取得したため、同社は当社

の連結子会社になっております。

当該事象等により、総資産は前連結会計年度末に比べて1,725百万円増加し、3,808百万円となりまし

た。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2,114百万円増加し、2,830百万円となりました。これは、現金

及び預金が1,290百万円、受取手形及び売掛金が398百万円、関係会社短期貸付金が400百万円増加した

ことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて388百万円減少し、977百万円となりました。これは、長期貸付

金が333百万円増加したものの有形固定資産が680百万円、のれんが263百万円減少したことなどにより

ます。

　

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,127百万円増加し、1,407百万円となりました。これは、買掛

金が421百万円、短期借入金が630百万円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて76百万円増加し、308百万円となりました。これは、役員退職

慰労引当金が298百万円増加したことなどによります。

　

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて522百万円増加し、2,091百万円となりました。これは、少数

株主持分が537百万円増加したことなどによります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期

連結会計期間末に比べて313百万円減少し、601百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間の営業活動の結果、減少した資金は25百万円となりました。これは主に税

金等調整前四半期純損失の計上によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間の投資活動の結果、減少した資金は38百万円となりました。これは主に定

期預金の預入による支出によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間の財務活動の結果、減少した資金は250百万円となりました。これは主に

短期借入金の純減少額によるものです。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発費の総額は５百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について重要な変更はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。

EDINET提出書類

セブンシーズ・テックワークス株式会社(E05315)

四半期報告書

 9/28



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 115,000

計 115,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,825 28,825
東京証券取引所
（マザーズ）

当社は単元株制度を採用して
おりません。

計 28,825 28,825 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりで

あります。

　

株主総会の特別決議日(平成14年５月31日)

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

新株予約権の数(個) 　７(注) 2．

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) ７

新株予約権の行使時の払込金額(円) 220,000(注)1.2．

新株予約権の行使期間
平成16年７月１日～
平成24年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　  220,000
資本組入額　110,000

新株予約権の行使の条件

権利行使時においても当社の取締役または従業員

であることを要する。ただし、任期満了による退任、

定年退職等その他正当な理由がある場合は、その地

位を喪失した日から起算して６ヶ月以内に限り未

行使の新株予約権を行使することができるものと

する。

その他の条件については、本総会及び新株予約権発

行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割

り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約

権申込証兼新株予約権割当契約」で定めるところ

による。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡する時は、当社取締役会の決議に

よる承認を要するものとする。
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代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注) 1．権利付与日以降、行使価格を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調

整による１円未満の端数は切り上げる。

　
　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
分割・新規発行前の株価

既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　
また、株式の分割または併合が行われる場合、発行価格は分割または併合の比率に応じ比例的に調整させるも

のとし、調整による１円未満の端数は切り上げる。

　
2．平成14年６月18日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成14年８月１日付をもって普通株式１株を５株に

分割したことにより発行価格は220,000円に調整されています。

　

株主総会の特別決議日(平成15年５月28日)

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

新株予約権の数(個) ５

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) ５

新株予約権の行使時の払込金額(円) 112,069(注)

新株予約権の行使期間
平成17年７月１日～
平成25年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　  112,069
資本組入額　 56,035

新株予約権の行使の条件

権利行使時においても当社の取締役または従業員

であることを要する。ただし、任期満了による退任、

定年退職等その他正当な理由がある場合は、その地

位を喪失した日から起算して６ヶ月以内に限り未

行使の新株予約権を行使することができるものと

する。

その他の条件については、本総会及び新株予約権発

行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割

り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約

権申込証兼新株予約権割当契約」で定めるところ

による。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡する時は、当社取締役会の決議に

よる承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注)　権利付与日以降、行使価格を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切り上げる。

　
　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
分割・新規発行前の株価

既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　
また、株式の分割または併合が行われる場合、発行価格は分割または併合の比率に応じ比例的に調整させるも

のとし、調整による１円未満の端数は切り上げる。

　

株主総会の特別決議日(平成17年５月27日)
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第３四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

新株予約権の数(個) 32

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 32

新株予約権の行使時の払込金額(円) 175,000(注)

新株予約権の行使期間
平成19年６月１日～
平成27年５月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　  175,000
資本組入額　 87,500

新株予約権の行使の条件

権利行使時においても当社及び当社子会社の取締

役、監査役または従業員であることを要する。ただ

し、任期満了による退任、定年退職等その他正当な

理由がある場合は、その地位を喪失した日から起算

して６ヶ月以内に限り未行使の新株予約権を行使

することができるものとする。

その他の条件については、本総会及び新株予約権発

行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割

り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約

権申込証兼新株予約権割当契約」で定めるところ

による。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡する時は、当社取締役会の決議に

よる承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注)　権利付与日以降、行使価格を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切り上げる。

　
　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
分割・新規発行前の株価

既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　
また、株式の分割または併合が行われる場合、発行価格は分割または併合の比率に応じ比例的に調整させるも

のとし、調整による１円未満の端数は切り上げる。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年11月30日 ─ 28,825 ─ 983,800 ─ ─

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成21年８月31日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

① 【発行済株式】

平成21年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式　384 　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　28,441 28,441 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 28,825 ― ―

総株主の議決権 ― 28,441 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
セブンシーズ・テックワー
クス株式会社

東京都新宿区神楽坂６-77 384 ─ 384 1.33

計 ― 384 ─ 384 1.33

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
３月 　４月 　５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 40,75042,20040,10042,75037,80034,90034,20031,80029,000

最低(円) 10,00017,80032,20033,60030,80028,20027,40027,00018,150

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所（マザーズ）における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）、及び当第３四半期連

結累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）は改正後の四半期連結財務諸表規則に基づい

て作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、才和有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

なお、才和有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成21年８月１日をもって、才和監査法人

から名称を変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※3
 1,578,665 288,612

受取手形及び売掛金 463,831 65,750

有価証券 － 17,051

たな卸資産 ※1
 38,871

※1
 55,484

関係会社短期貸付金 ※5
 600,000 200,000

その他 156,039 89,006

貸倒引当金 △6,841 －

流動資産合計 2,830,567 715,905

固定資産

有形固定資産 ※2, ※3
 38,729

※2
 719,530

無形固定資産

のれん 375,440 638,463

その他 51,226 1,749

無形固定資産合計 426,667 640,213

投資その他の資産

長期貸付金 333,555 －

その他 210,168 6,403

貸倒引当金 △31,652 －

投資その他の資産合計 512,072 6,403

固定資産合計 977,468 1,366,147

資産合計 3,808,036 2,082,053

負債の部

流動負債

買掛金 ※3
 442,992 21,596

短期借入金 ※3, ※6
 830,000

※6
 200,000

未払法人税等 5,340 －

賞与引当金 15,814 －

その他 113,404 58,910

流動負債合計 1,407,551 280,506

固定負債

退職給付引当金 5,248 4,586

役員退職慰労引当金 298,067 －

その他 5,443 227,574

固定負債合計 308,759 232,161

負債合計 1,716,311 512,667
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 983,800 983,800

資本剰余金 774,915 774,915

利益剰余金 △144,166 △156,691

自己株式 △58,994 △55,781

株主資本合計 1,555,555 1,546,242

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,372 －

為替換算調整勘定 － 23,143

評価・換算差額等合計 △1,372 23,143

少数株主持分 537,542 －

純資産合計 2,091,724 1,569,385

負債純資産合計 3,808,036 2,082,053
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 2,794,781

売上原価 2,456,903

売上総利益 337,878

販売費及び一般管理費 ※１
 467,365

営業損失（△） △129,487

営業外収益

受取利息 23,030

受取配当金 1,010

その他 6,025

営業外収益合計 30,067

営業外費用

支払利息 19,227

為替差損 53,857

その他 1,279

営業外費用合計 74,364

経常損失（△） △173,785

特別利益

関係会社株式売却益 183,946

特別利益合計 183,946

特別損失

固定資産除却損 47

特別損失合計 47

税金等調整前四半期純利益 10,114

法人税、住民税及び事業税 4,051

法人税等調整額 △2,369

法人税等合計 1,682

少数株主損失（△） △4,094

四半期純利益 12,525

EDINET提出書類

セブンシーズ・テックワークス株式会社(E05315)

四半期報告書

18/28



【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 1,178,022

売上原価 1,054,622

売上総利益 123,399

販売費及び一般管理費 ※１
 194,602

営業損失（△） △71,202

営業外収益

受取利息 11,121

受取配当金 98

その他 3,286

営業外収益合計 14,506

営業外費用

支払利息 3,497

為替差損 25,679

その他 1,073

営業外費用合計 30,250

経常損失（△） △86,946

税金等調整前四半期純損失（△） △86,946

法人税、住民税及び事業税 △11,982

法人税等調整額 6,124

法人税等合計 △5,858

少数株主損失（△） △15,382

四半期純損失（△） △65,705
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,114

減価償却費 16,058

のれん償却額 62,226

為替差損益（△は益） 50,135

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,575

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,022

退職給付引当金の増減額（△は減少） 662

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,065

受取利息及び受取配当金 △24,041

支払利息 19,227

関係会社株式売却損益（△は益） △183,946

有形固定資産除売却損益（△は益） 47

売上債権の増減額（△は増加） 161,699

たな卸資産の増減額（△は増加） 16,612

仕入債務の増減額（△は減少） △137,477

その他 △73,005

小計 △72,173

利息及び配当金の受取額 24,041

利息の支払額 △18,856

法人税等の還付額 17,884

法人税等の支払額 △932

営業活動によるキャッシュ・フロー △50,037

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,955

定期預金の払戻による収入 53,688

有形固定資産の取得による支出 △3,016

関係会社株式の取得による支出 △195,819

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

101,412

債権譲渡による収入 841,301

短期貸付金の増減額（△は増加） △100,000

貸付金の回収による収入 537

投資活動によるキャッシュ・フロー 597,148

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △250,000

自己株式の取得による支出 △3,212

財務活動によるキャッシュ・フロー △253,212

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,225

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 296,124

現金及び現金同等物の期首残高 305,664

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 601,788
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月1日  至  平成21年11月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更 株式会社ピーアール・ライフは、平成21年５月11日付の

株式取得により子会社となり、第１四半期連結会計期間末

より連結の範囲に含めております。

DR Fortress,LLCは、平成21年５月11日付の同社ユニッ

トの譲渡により子会社ではなくなったため、第１四半期連

結会計期間末より連結の範囲から除外しております。

なお、変更後の連結子会社の数は１社であります。

(追加情報)

上記の新たな事実発生に伴い、以下の新たな会計処理を

採用しております。

(イ)重要な引当金の計上基準

(１)賞与引当金

従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額基

準に基づき計上しております。

(２)役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に

基づく四半期連結会計期間末要支給額を計上し

ております。

(ロ)のれんの償却に関する事項

のれんの償却は、その効果が実現すると見積もら

れる期間(５年～10年)で均等償却しております。

 
２　連結子会社の四半期連結決算日に関する事項

の変更

第１四半期連結会計期間末より新たに連結子会社と

なった株式会社ピーアール・ライフの決算日は３月31日

であり、当第３四半期連結累計期間は平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日までの６ヶ月間を連結しております。

３　会計処理基準に関する事項の変更

 
「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委

員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第１四半

期連結会計期間から適用し、評価基準については原価法か

ら原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更

しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に

係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負

債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会

計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【追加情報】

[四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更]に記載しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末
(平成21年２月28日)

※１　たな卸資産

たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品 32,385千円

仕掛品 6,486千円

合計 38,871千円

 

──────
※１　たな卸資産

たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品 34,510千円

仕掛品 20,974千円

合計 55,484千円

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額 29,952千円

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額 95,438千円

　

※３　担保に供している資産

現金及び預金 381,956千円

建物及び構築物 33,985千円

 
担保資産の対象となる債務

買掛金 164,685千円

短期借入金 380,000千円

 

──────

 

 
 
 
 
 

　４　保証債務

下記関係会社以外の金融機関からの借入金に対し

て次の通り保証を行なっております。

㈱スターブレーン 50,000千円

㈱エクシード 45,000千円

 

──────

 

※５　当座貸越契約

当座貸越契約に係る貸出未実行残高は次のとおり

であります。

当座貸越極度額 600,000千円

貸出実行残高 600,000千円

差引額 ─千円

 

──────

 

※６　当座借越契約

当座借越契約に係る借入未実行残高は次のとおり

であります。

当座借越極度額 300,000千円

借入実行残高 250,000千円

差引額 50,000千円

※６　当座借越契約

当座借越契約に係る借入未実行残高は次のとおり

であります。

当座借越極度額 200,000千円

借入実行残高 200,000千円

差引額 ─千円
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(四半期連結損益計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 93,226千円

のれん償却額 62,226千円

賞与引当金繰入額 15,814千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,065千円

退職給付費用 472千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 38,155千円

のれん償却額 20,857千円

賞与引当金繰入額 4,231千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,532千円

退職給付費用 157千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年11月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連　　　

　　　　　　　　　結貸借対照表に記載されている科目の金

額との関係

現金及び預金 1,578,665千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △976,877千円

現金及び現金同等物 601,788千円
 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日

 至  平成21年11月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 28,825

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 384

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

提出会社は、平成21年５月27日開催の定時株主総会決議に基づき、平成21年６月29日（効力発生日）に資本準備

金からその他資本剰余金への振替を実施し、資本準備金が245,950千円減少しております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)

　 システムソ

リューション事

業

（千円）

メディアソ

リューション事

業

（千円）

計

（千円）

消去

又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 　 　 　 　 　
（1）外部顧客に対する

売上高
105,3951,072,6261,178,022 ─ 1,178,022

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
─ ─ ─ ─ ─

計 105,3951,072,6261,178,022 ─ 1,178,022

営業利益

（又は営業損失△）
4,326 △44,089 △39,762 (31,439)△71,202

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年11月30日)

　 システムソ

リューション

事業

（千円）

メディアソ

リューション

事業

（千円）

データセン

ター事業

（千円）

計

（千円）

消去

又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　
（1）外部顧客に対する

売上高
256,6712,430,267107,8432,794,781 ─ 2,794,781

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
─ ─ ─ ─ ─ ─

計 256,6712,430,267107,8432,794,781 ─ 2,794,781

営業利益

（又は営業損失△）
11,370△55,074 14,777△28,926(100,561)△129,487

（注）1．事業区分の方法

事業は、事業の種類の類似性を考慮して区分しております。

2．各事業区分の主要な役務提供内容

事業区分 主要サービス

システムソリューション事業
コンサルティング、システムインテグレーション、
ソフトウェア開発、ソフトウェアプロダクト販売

メディアソリューション事業 広告業務取扱い及び広告表現に関する企画・制作

データセンター事業 データセンター運営

3．セグメント別資産の著しい金額の変動

第１四半期連結会計期間末において、当社の連結子会社であったDR Fortress,LLCのユニットを譲渡したこと

により同社が行なっていたデータセンター事業の資産が、前連結会計年度末比1,421,388千円減少しておりま

す。また株式会社ピーアール・ライフの株式を取得し、新たにメディアソリューション事業を新設したことによ

り、同事業の資産が前連結会計年度末比2,619,448千円増加しております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間末に、データセンター事業を行っているDR Fortress,LLCを連結の範囲から除外した

ため、当第３四半期連結会計期間には記載しておりません。

　また、メディアソリューション事業を行っている株式会社ピーアール・ライフを連結の範囲に含めたため、当

該事業を新たな事業の種類別セグメントとしております。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

　　在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年11月30日)

その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会

計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

１.　その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）
差額（千円）

株式 82,377 66,252 △16,125

合計 82,377 66,252 △16,125

　

２.　時価評価されていない主な有価証券

区分 四半期連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券

投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資等
5,821

合計 5,821

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年11月30日)

当社グループはデリバリティブ取引を行なっていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．　１株当たり純資産額

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末
(平成21年２月28日)

１株当たり純資産額 54,645円84銭
　

１株当たり純資産額 55,000円54銭
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日現在)

前連結会計年度末
(平成21年２月28日現在)

純資産の部の合計額（千円） 2,091,724 1,569,385

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 537,542 ─

(うち少数株主持分) (537,542) (─)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 1,554,182 1,569,385

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株
式の数（株）

28,441 28,534

　　　

２．　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
 至　平成21年11月30日)

１株当たり四半期純利益 439円88銭

　

１株当たり四半期純損失 2,310円22銭
　

(注)1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について当第３四半期連結累計期間においては希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため、記載しておりません。また、当第３四半期連結会計期間においては１株当たり

四半期純損失を計上しているため記載しておりません。

2. １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
 至　平成21年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益及び四半期純
損失(△)(千円)

12,525 △65,705

普通株式に係る四半期純利益及び四半期純損失(△)
(千円)

12,525 △65,705

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 28,475 28,441

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について
前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

─ ─

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

前連結会計年度末に比べてリース取引残高に著しい変動はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年１月14日

セブンシーズ・テックワークス株式会社

取締役会  御中

　

才 和 有 限 責 任 監 査 法 人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　原　　　　　健　　人　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　野　　村　　光　　裕　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセブ

ンシーズ・テックワークス株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四

半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年

３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連

結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セブンシーズ・テックワークス株式会社及び

連結子会社の平成21年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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